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immune cel t~矧icking ， inflammatory responseなど)で発現増強を認めたが、 MMC処置勝島
ではいずれも発現が抑制されていた。これらの遺伝子群より勝島より分泌される免疫細胞遊走
因子(サイトカイン・ペプチダーゼ)がMMC処置により複数で同時に抑制呑れていることが
注目され、発現差の大きいIL・6、MCP・3、MMP2を検証実験の候補として選定した。結果③;
勝島培養液中のIL-6、MCP-3およびMMP-2値はいずれも、 MMC処置勝島において有意に抑
制され、遺伝子解析の妥当性が綾認された。また、勝島培養液に対するマウス単球の遊走能は、
MMC処置群において有意に抑制された。さらに非処置勝島培養液に抗MCP-3モノクローナ
ル抗体もしくはMMP阻害剤を用いると単球の遊走能は有意に抑制された。

